
ユースケースを通じた共通基盤の議論について 1/2

－異なるシステム間における連携課題、共通基盤に必要な機能を抽出するためにはユース
ケースを設定し個別具体的な議論をすることが重要
－本検討会構成員や各戦略協議会等の有識者から幅広くユースケースを募集
－集められたユースケースより実現可能性の高い（ビジネスモデルが成立しそうな）提案を
深堀の対象として選定
－選定したユースケースの連携課題、共通基盤に必要な機能、推進体制を深堀

１．経緯

２．全体スケジュール
1/31 第二回検討会 ユースケース案募集
2/12 第三回検討会 ユースケース案について議論

3/2 第四回検討会
・ユースケースをまたぐ共通的な事項の抽出
・プラットフォーム構築に必要となる技術的な課題や
社会実装に向けた課題と留意事項の導出

3/25 第五回検討会
総合戦略２０１６に向けたとりまとめ

※ユースケースの選定、深堀 ※ご議論いただきたい事項
・誰がどのように運営していくべきか？
・基盤の抽出は十分か、他に基盤となり得る
項目はないか？
・具体的な技術課題や検討課題は何か？
・社会実装の時期はいつごろか？
・社会実装後の評価方法は？

資料５－１

１



１ コアシステム間でやり取りされる情報、共有
するデータ、また、そのデータの共有及び交換方法

２ 国際競争力向上のための標準化すべき協調領域
３ 求められるセキュリティのレベルとその対応
４ 当該環境を整備していく体制
５ 社会実装までに整備すべき制度
６ その他社会実装までに取り組むべき課題

2

ユースケースを通じた共通基盤の議論について ２/2

１ 創出される価値、顧客、顧客との関係
２ チャネル（価値を顧客に届ける手段）
３ 収益の流れ
４ 主要活動（価値を作り、提供するための活動）
５ パートナー（単独か、誰かと組むのか）
６ リソース（ビジネスモデルを実現するために必要な資源）
７ コスト構造（何にどれくらいのコストがかかるのか）

3. 検討項目
ユースケース深掘のための検討項目
（共通基盤抽出視点）

ユースケース選定のための検討項目
（付加価値生産性視点）

集計結果まとめ
（※ご議論ください）

ユースケースごとに精査
（※ご確認ください）

選定、深掘したユースケース５例（対象システムと価値）
Ⅰ．おもてなしシステム×高度道路交通システム
による利用者の安心・安全

Ⅱ．スマート生産システム×スマート・フードチェーン
による農業の付加価値生産性向上

Ⅲ．ものづくりシステム×高度道路交通システム
によるものづくり効率化

Ⅳ．おもてなしシステム×インフラ維持管理システム
×高度道路交通システム

による新たなサービス創出

Ⅴ．おもてなしシステム×高度道路交通システム
による新たなサービス創出



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

12,13 40,41 利用者の安全・安心 低 中 高 短期 中期 長期

KP プレーヤー KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

3

顧客増・売上増

商業施設

障がい者

無料サービス利用

顧客の誘導

制約の無い
自由な移動

乗降補助
サービス 交通機関

サービス要員(コスト)削減

安全な歩行環境の提供

案内とフィー
ドバック

インターネット
掲示板、案内板
音声（合成、翻訳）
ハプティックIF

人流解析・予測システム構築
車両、信号機、工事情報のリアルタイム配信システム構築
歩道、駅、地下街等の構造物、バリアフリー情報を含む
3次元高精度道路地図の構築、更新コスト

個人の位置情報
（スマホ、監視カメラ）
人流情報
障害物情報
人への案内情報

楽・簡単な経路を案内個人（障がい者）

道路地図提供者

交通案内情報提供者

現在位置

通った場
所の状況

経路

進行方向

最新状況 静的情報

動的情報

静的情報

現況アップデート

⇒ヒト・モノ位置情報基盤

～2020 ～2030 2030～



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

47 3 農業の付加価値生産性 低 中 高 短期 中期 長期

KP プレーヤー KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

4

売れ筋農産物の情報

大手小売業者
や貿易商社
（および間接的に
消費者）

農業法人
（生産者）

売れ筋農作物の仕入計画
と契約による安定需要

安心・安全で
消費者が好む
売れ筋の農産
物に係る情報
の提供

仕入計画を踏
まえた、ス
ポット気象環
境予測に基づ
く最適栽培条
件の提供

大手小売業者等の売れ筋
農産物の仕入計画に合わ
せて、農業法人へ最適栽
培条件を提供
（農薬・肥料、環境制御
など）

栽培環境情報
生育情報（カメラ等）
輸送環境情報
販売情報

農業法人へ売れ筋
農産物の仕入計画
と最適栽培条件を
提供
大手小売業者等か
ら売れ筋農産物の
情報と仕入計画を
入手

こだわりの農産物を
取り扱う大手小売業
者や貿易商社と農業
法人（生産者）をサ
イバー空間で繋げ、
売買契約を成立させ
る

プラットフォームの構築・運用コスト
生産現場でのセンシング・コスト
生産者間、地域間の協調環境を作る（意識を改革
する）コスト

地球環境情報プラット
フォーム

大手小売業者
や貿易商社
（および間接的に
消費者）

スマート生産システム
スマートフードチェーン

味・健康
面の評価
販売情報

農産物
の情報

高級志向消費者の囲い込み
（優れた栄養価・食味）

実際の気
象状態

気象環
境予測

⇒地球環境情報

～2020 ～2030 2030～



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

70,71 68,69 ものづくり効率化 低 中 高 短期 中期 長期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト）
企業情報、個人情報を共有するための仕掛
け・仕組み

R＄ 価値の流れ

5

配送コスト削減

物流センター
（輸送・倉庫）

製造業
（組立・部品メーカ）

調達コスト削減

共同調達
共同配送
保守・開発

業界連携

資材部門
（組立メーカー）
販売部門

（部品・素材企業）

ネットサービス
(消費者）

ユーザ ・製品
(企業、消費者)

組立メーカー

物流拠点

部品・素材企業

保守コスト削減

共同調達サービス

共同配送サービス

調達
計画

配送
計画

注文
稼動

故障

ユーザ
製品
(企業、消費者)

新製品提供

保守サービス

新製品開発

• データ連携プラット
フォーム

• データ収集プラット
フォーム

⇒データ流通基盤

～2020 ～2030 2030～



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

3,9,13,98 12,31,41,17 サービス創出（地図基盤とIoT情報） 低 中 高
短期 中期 長期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

6

定額サービス

国・自治体
（インフラ監視）

管理コスト削減

企業・個人
（交通死傷者０・
渋滞回避・省エネ）

定額サービス

デジタルインフラ
（自動運転・協調型ITS）
ナビゲーション
(移動計画、観光、避難誘導）
インフラ監視
（異常検知・事故、被災情報）

・高度道路交通システム
デジタルインフラ 提供

・管制機能部門

・３次元地図共通基盤の整備・更新
・ 高度運転支援、自動運転車両の社会普及と
動的情報の双方向通信
・ 道路インフラ情報（信号制御）の双方向通信
・ 歩行者情報（携帯等保有）の双方向通信
・上記IoTセンサーの匿名化並びにデータベース化コスト

インフラ事業
（道路、河川等監視）

自動運転サービス
（自動運転・協調型ITS)

IoT
センサー
情報

静的情報

動的情報

企業・個人
（交通死傷者０・渋滞回避・省エネ）

サービス事業
（自動運転、高度交通情報）

点検

交通

実世界
情報

異常検知・通知サービス
（道路、河川等）

・高度交通情報 提供

・移動計画、渋滞回避、
省エネ、観光サービス

高度交通情報サービス
（移動計画・観光推奨
被災時避難誘導)

・監視部門

・商用サービス部門

・避難誘導

IoT センサー情報
（道路、自動車、携帯等）

⇒3次元地図基盤

～2020 ～2030 2030～



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

21,92 74 サービス創出（カメラ情報） 低 中 高
短期 中期 長期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

7

最適な移動経路

顧客増・売上増

管理、防災コスト削減

情報提供

営業部門

管理部門

個人消費者

プライバシ管理
（人画像利用のルール・技術、等）

委託管理型代理機関
（プライバシー保護や情報管理の公的認証）

交通機関・公共

個人
（旅行客、
ドライバ）

小売業
(店舗・観光)

混雑予測（人流）
経路探索
道路状況配信
（工事、混雑）

問題個所特定
（施設、防災）

案内サービス
（交通、道路、店舗）
（防災、防犯）

集客サービス

代理監視サービス

交通機関
公共小売業

委託

代
理
機
関 監視カメラ
個車
個人

カメラ
情報

経路情報

商品

カメラ情報
（監視、車載、携
帯カメラ）
３次元地図
⇒映像情報基盤

～2020 ～2030 2030～


